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概要: メモや作業ログの様な関心の有無により情報の価値が大きく変化する情報 (以下概要では、情報と呼ぶ) は個人の PC に

蓄積されることが多い。しかしながら、それら蓄積された情報は自己を対象として作成されるため、万人にとって価値があるもの

ではないが、関心が類似する他者にとっては関心の拡大や新たな発想のきっかけになりうる貴重な情報源である。そこで本研究

では、関心の類似性を考慮した情報源のグルーピング、価値付けを行うことで、それらの蓄積された情報から各人にとって有用な

情報を発見、収集するシステムを提案する。具体的には、まず、それらの PCによる P2P の情報流通基盤を構築することで、情

報の流通、情報流通経路の特定を可能にする。次に、各人の関心をローカルに存在する情報への参照回数をもとに情報の集合とし

て抽出する。抽出された情報とそれらの流通経路をもとに、関心が類似する他者のカテゴリー (人により分類されたメモ情報の集

合) をグルーピング、グループ内での格付けを行う。これにより選出されたカテゴリーを情報源とすることで有用な情報の発見、

収集を実現する。
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The Proposal and Realization of an Information Exchange System
based on Knowledge-Memos

Noritaka Tanaka† Eiji Kawai‡ Kazutoshi Fujikawa§ Hideki Sunahara§

Abstract: Knowledge-Memos is very useful for those who are interested in such memorandum. But, Memorandum

created on PC is hard to be opened to the public by several reasons. So,The present condition that memorandum is

not utilized is raised.In this paper, we propose infomation exchange system in order to solve such problem. It system

consists of the information circulation mechanism using peer-to-peer technology and information gathering mechanism

in consideration of concern.
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1 はじめに

近年、個人が PC を保有することが一般化したこと

により、メモや作業ログといった情報 (以下メモ情報と

呼ぶ)を気軽に PCに蓄積する機会が増加している。ま
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た、メモ情報は関心が類似する他者にとっては、関心の

拡大や新たな発想のきっかけになる重要な情報である

ことがある。しかし、メモ情報は基本的に自己を対象と

した情報であるため、発信のために情報の整形、補完が

なされず、個人の PC に蓄積される傾向にある。つま

り、関心の有無により情報の価値が大きく異なる情報が

分散して存在しているが、それらは有効に活用されてい

ない。そこで、本研究では、それらの PC による P2P

の情報流通基盤を構築することで、情報流通を可能に

する。また各人にとって有用なメモ情報のみを発見、収
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集する機構を構築することでメモ情報の有効活用を目

指す。

以下、本稿の構成を示す。2.節では、メモ情報と既存

の情報流通基盤について検討する。3.節では 2.節をも

とにメモ情報に適した情報流通基盤に必要となる機能

について分析する。次に 4.節で 3.節を満たす情報流通

基盤の構築に関する提案をする。5. 節では本研究に関

連する研究について検討する。最後に 6.節で本稿のま

とめと、今後の課題について述べる。

2 既存の情報流通基盤

一般に情報の価値は、情報消費者の状況や関心などに

左右される。また、各人の状況や関心は多種多様であ

る。そのため、各人が価値ある情報を得るためには多種

多様かつ多数の情報が必要である。しかし、情報が多種

多様かつ大量になると、価値ある情報が無価値な情報に

埋もれてしまうといった問題が生じる。そこで、各人に

とって価値ある情報を効率よく収集する機構といった

ものが必要となる。メモ情報もその例外でなく、メモ情

報を活用するには以下の 2点を満たす必要がある。

• 多種多様かつ多数の情報が取得可能である
• 有用な情報を収集する機構が存在する

そこで、この 2 点とメモ情報の特徴に留意し既存の情

報流通基盤を検討する。

2.1 WWW (WorldWideWeb)

WWW は、現在最も多種多様かつ莫大な量の情報

が流通している情報流通基盤である。その特徴として

広く知らせたい情報や共有したい情報の伝達に適して

いる。

ここで、メモ情報がWWWに適しているかを考える。

WWWでは基本的に情報をHTMLに整形し、サーバー

へアップロードすることから情報流通が始まる。しか

し、メモ情報は自分を対象とした情報であることから、

整形の手間、アップロードの手間を掛けてまで発信さる

ことはない。また、WWWでは発信した情報へのアク

セス制限が柔軟とはいえない。このことより、発信する

情報に暗黙のうちに制限が加わることがある。

次に、メモ情報が WWW に存在している状態を想

定し、有用なメモ情報を収集できるかについて考える。

WWW上での主な情報収集手段として Google[1]など

の検索エンジンが挙げられる。Google は単なるキー

ワードだけの検索結果に満足できる結果が得られない

として、リンク構造解析 (PageRank[2]) によるWEB

ページの評価を併用している。これにより、基本的に

キーワードを含み、かつ一般に重要と判断されるものを

優先的に提供している。しかし、メモ情報の有用性は、

個人の関心により大きく変化する。つまり、一般的に重

要な情報が、必ずしも個人にとって有用とは限らない。

このことから、WWWはメモ情報を扱うのに適してい

るといえない。

2.2 Mail,InstantMessenger

Mail や InstantMessenger は、相手を指定し、相手

と一対一の情報流通を基本とする情報流通基盤である。

メモ情報をこれらの上で発信する場合、自分のために

書かれたメモ情報に相手を意識した加工が必要である。

これは、メモ情報の発信を促進する上で好ましくない。

また、基本的に情報流通範囲が知人に限定されるため、

多種多様な情報が流通するとは言い難い。

情報収集の観点からこれらを検討する。これらは、も

ともと情報を相手に伝達することを目的としているた

め、やりとりされた情報は当事者に蓄積され、第三者が

それらの情報を活用する事は考えられていない。

2.3 ML、掲示版、チャット

ML(メーリングリスト) や掲示版、チャットは、コ

ミュニティを形成し、その中での情報流通を基本とする

情報流通基盤である。そこには関心が近い人が集まり、

関心ある話題の情報が流通するため、有用な情報が飛び

交うと言える。しかし、コミュニティでは関連する話題

の範囲内での発信が推奨されるため、情報を発信するに

はその情報に適したコミュニティを選択、もしくは発見

する手間が発生する。また、発見されない場合は情報が

発信されないといったことも起こりうる。

メモ情報を扱う場合においても、コミュニティにあっ

た情報の整形、コミュニティ選択もしくは発見といった

手間が発生する。これはメモ情報の発信を阻害すると

考えられので、メモ情報を扱う上で適しているとはいえ

ない。

2.4 P2P技術

高速、常時接続のネットワークの普及により、Gun-

tella やWinMX、Winny といった P2P 技術を利用し

た情報流通が増加している。これらは WWW と異な

り、基本的に情報発信においてサーバーを必要としな

い。そのため、WWWでメモ情報を扱う時の問題点で
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あった手間を削減できる。しかし、WWWと同様に公

開した情報へのアクセス制限が十分でないことで生じ

る問題がある。また、これらの情報流通基盤における情

報収集機構もWWWと同様にキーワード検索が一般的

である。そのため、メモ情報を扱う上では必ずしも良い

情報収集機構であるとは言えない。

3 要求分析

2節で述べたように、既存の情報流通基盤をメモ情報

の有効活用といった観点から捉えると満足いくもので

はない。そこで、本節ではメモ情報を有効活用するため

に満たすべき条件について検討する。

3.1 メモ情報の発信について

メモ情報は自己を対象とした情報であり、手軽に作成

できるといった利点がある。この利点が崩れると情報

の生成、発信が阻害される。言い換えると、流通するメ

モ情報の種類や量の低下を招き、メモ情報の有効活用に

とって好ましくない状態となる。つまり、メモ情報を扱

う情報流通基盤は情報発信に関する手間がかからない

ことが必要となる。

また、メモ情報はプライベートな内容を扱うことがあ

る。プライベートな内容を含むメモ情報を発信する時、

ある人になら見れても良いが、他の人には見られたくな

いといった要求が挙げられる。この要求を解決するた

め情報流通範囲を柔軟に設定できる必要がある。

3.2 メモ情報の収集について

WEBページなどの公開を前提としている情報は、不

足した情報の補完、情報の体系化がなされていることが

多い。そのため、それらの情報は関連する知識を持って

いない人に対しても有用なことがある。一方、メモ情報

は、対象とする物事の核となる情報だけが記されている

ことが多い。そのため、メモ情報はそれらを補完する知

識と結び付くことで始めて価値を生み出す。この違い

は各人にとって有用な情報を収集する場面においても

違いを生み出す。それは、有用なメモ情報を収集する場

合は、情報収集者の知識範囲を強く意識する必要がある

点である。ここで、知識範囲は各人の関心と密接に関係

していることを考慮すると、有用なメモ情報の収集には

関心を考慮した情報収集機構が必要である。

User

Category Category

Memo

LocalSpace

図 1 メモ情報とカテゴリーのイメージ図
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図 2 メモ流通による情報流通基盤の構築

3.3 要求分析のまとめ

これまでの要求をまとめると、メモ情報の有効活用を

促進する情報流通基盤には、以下の三点を満たすことが

要求される。

• 発信に対するコストが少ない。
• 発信した情報の流通範囲の設定が柔軟である。
• 個人の関心を考慮した情報収集機構

4 メモ情報に適した情報流通基盤の設計

本節では、3節で述べた要求を満たす情報流通基盤を

提案する。基本的な方向性とし、メモ情報発信に関する

条件を満たすために、メモ情報が生成、蓄積される PC

をノードとする P2Pな情報流通基盤を構築し、その上

で個人の関心を考慮した情報収集機構を構築する。

4.1 P2Pな情報流通基盤

メモ情報の流通には発信に関する負担を極力減らす

必要がある。そこで、メモ情報が作成された PCがその

まま発信環境となるような、P2P な情報流通基盤を構

築する。これにより、WWWのようなサーバが不要と

なりアップロードなどの手間も削減できる。

ここでは、具体的な P2Pの情報流通基盤の構築につ

いて述べる。通常、個人は複数の事柄に関心を持ち、そ

の関心ごとにメモ情報を分類している事が一般である。

そこで関心ごとの分類をカテゴリーと呼ぶ (図 1)。
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表 1 属性と流通範囲

属性 流通範囲 二次流通

public 全ユーザ 可

private 自分 不可

private + [流通先] 自分＋流通先 不可

ここで、Useraを例にとり (図 2-(i))、情報流通基盤の

構築について述べる。まず Usera は既にメモ情報流通

網上に存在する Userb を指定することで情報流通基盤

に参加する (図 2-(ii))。次に Useraは 4.3節で説明する

情報源選出手法により、有用な情報源を選出する。選出

された情報源よりアクセスが許可されているメモ情報

を取得する。Usera は取得したメモ情報を有用だと判

断すると、自分のローカルに存在するカテゴリーに分類

し保存する。この時、Useraのシステムは保存したメモ

情報がどこから入手したメモ情報であるかを記録する。

また Userc のシステムもメモ情報が Usera により保存

されたことを記録する。これにより、Usera と Userc

間に新たな流通経路が確立したとする (図 2-(iii))。こ

こで確立された流通経路は次回の情報源の収集に利用

される。このようにメモ情報の流通により新たな流通

経路を確立していくことで情報流通基盤を構築する。

4.2 流通範囲の制御

上記のような P2Pな情報流通を考えると、メモ情報

は拡散していく。しかし、メモ情報にはプライベートな

内容を含んだメモ情報も存在するので、それらの拡散を

防止する仕組みが必要である。そこで、メモ情報の公開

に対する属性を明確に区別することで、二次的な流通が

可能であるかどうかを決定し、メモ情報の拡散を制御

する。ここでは、属性として”public”と”private”を定

義する。メモ情報に”public”の属性が与えられた場合、

そのメモ情報は流通した先で属性の変更が可能とする。

つまり、流通したメモ情報の流通範囲の設定は流通した

先に任せる。”private”の属性が与えられた場合は、そ

の他に流通先も設定する。この場合は、流通先に設定さ

れた人にだけに流通が可能であり、流通した先での流

通範囲の再設定は不可能とする。流通先が設定されな

かった場合は、メモ情報は全く流通しないとする。これ

ら属性の設定により、公開可能なメモ情報やプライベー

トな内容を含むメモ情報が統一的に扱え発信に対する

コストが低減する。

表 2 関心が類似するカテゴリーリストの例

カテゴリー カテゴリー内のメモ情報 類似度

Categorya Memo1, Memo2,Memo3 45

Categoryb Memo1, 20

Categoryc Memo2, Memo3 25

Categoryd Memo2 15

Categorye Memo3 10

4.3 関心を考慮した情報収集機構

有用なメモ情報を収集するには、関心を考慮した情報

収集機構が必要である。そこで本研究では、関心が類

似する他者が保有するメモ情報は有用であるといった

いった経験則的な方法を用いる。具体的には、情報源と

して人を対象とすると、人が複数の関心を持つことか

ら、提供するメモ情報に関心のないメモ情報が含まれる

ことが考えられる。そこで、最も関心が類似するカテゴ

リーを選出し、そのカテゴリーに属するメモ情報を提供

する手法を提案する。以下、カテゴリの選出手法につい

て述べる。

4.3.1 関心の表現方法

関心が類似する他者を発見するには、自己の関心を適

切に表現する必要がある。関心の表現が正しくなけれ

ば、関心が異なる他者からのメモが増加し、不要な情報

の提供が大量に提示されてしまう。

関心を表現する最も単純な方法は、キーワードを基に

プロファイルを作成することで関心を表現する方法で

ある。しかし、この方法ではキーワードは表現力に乏し

い上、同一キーワードでも異なった意味で解釈される事

がある。また、関心は時間の経過により変化するため、

その変化へ対応することが難しい。このような観点か

ら、キーワードによる関心の表現は適切であるとはいえ

ない。

そこで本研究では、保有するメモ情報により関心を表

現する。メモ情報はキーワード以上の情報を含んでい

るため関心をより適切に表現できる。また、一定期間毎

にメモ情報の参照回数を記録し、参照回数の多いものを

対象とすることで現在の関心を表現できる。

4.3.2 関心が類似するカテゴリーの選出方法

関心が類似するカテゴリーを発見するには、カテゴ

リー間の類似度を測定する必要がある。そこで、本研究

– 4 –

研究会Temp 
－54－



では同一のメモ情報を多く含むカテゴリーほど関心が

類似すると考えた。

具体例をもとに関心が類似するカテゴリーの選出

方法を説明する。はじめに 4.2.1 節の関心の表現で選

ばれたメモ情報を Memo1,Memo2,Memo3、そのメ

モ情報への参照回数が 20,15,10 回であるとする。次

に、Memo1 を含むカテゴリーをネットワーク上か

ら選出しリストに格納する、残る Memo2,Memo3

についても同様にカテゴリーを選出しリストに格

納する。これにより得られたリストに含まれるカテ

ゴリーを Categorya, Categoryb, . . . , Categorye とす

る。次に、リストに含まれるカテゴリー毎に含まれ

る Memo の参照回数を足し合わせ、そのカテゴリー

の類似度とする (表 2)。類似度の高い N 個を関心が

類似するカテゴリーとして選出する。表 2 の場合、

Categorya, Categoryc, Categoryb, . . . の順で類似度が

高いことがわかる。

以上の方法では、適度にメモ情報が共有されている

必要がある。あるカテゴリーでメモ情報が他のカテゴ

リーと共有されていない場合、初回のみキーワードに

よる検索などを用いて情報を収集し、共有する必要が

ある。

4.3.3 流通経路を用いたカテゴリーの選出方法

4.3.2節で選出したカテゴリーは関心が類似するメモ

情報を含んでいる可能性は高い。しかし、一つのカテ

ゴリーに多種多様のメモ情報を含んだカテゴリーなど、

雑多な情報を多く含むカテゴリーを選出する可能性が

ある。そこで、選出されたカテゴリーが有用な情報源

としての信頼性があるかどうかを決定する必要がある。

ここでは、その手法について述べる。基本的な方針とし

て、あるカテゴリーに含まれるメモ情報がどの様な流通

をしたかを統計的に扱うことで信頼性を決定する。

ここで、Categorylocal での情報収集について考え

る。まず 4.3.2 節の手法で選出されるカテゴリーの

集合を関心の範囲にあるカテゴリーといった意味で

Categoryin、それ以外を Categoryout とする。次に

Categoryin からカテゴリーを一つ取り出し Category

とする。Category には Categorylocal と共有されてい

ないメモ情報がNall 個存在するとする。Categorylocal

の有用な情報源は、関心が類似する Categoryin も

同様に有用な情報源と考えられる。このことより、

Category に含まれるメモ情報が Categoryout より、

Categoryin に流通しているほど Category の信頼性は

高いと考えられる。そこで、Category に含まれるメ

モ情報毎に流通経路を調べ Categoryin へ流通してい

る割合を求める。その結果が α 以上であった場合、そ

のメモ情報を有用である可能性が高いと判断する。こ

の計算を Category の他のメモ情報についても計算し、

α 以上であったメモ情報の個数を Ngood 個とする。こ

の時、Category は有用であ可能性が高いメモ情報を

Ngood/Nall の割合で保有している。この割合をカテゴ

リーの信頼性の指標とし、割合が大きいカテゴリーを情

報源として選出する。

CategoryX

CategoryY

CategoryZ

Categoryin Categoryout

Memo�� � � � �

� � 	 
� � CategoryZ � CategoryX������������
����
�� Category � � � � �Mmeo��  � �! " # $

図 3 流通経路によるカテゴリ選出の例

5 関連研究

本研究が目的とするメモ情報の活用を対象とした研

究は見当たらない。そこで、本研究における提案手法に

関連する研究について比較、考察する。

メモ情報を扱う研究として [3] がある。[3] はメモを

情報と情報の関連付けに用いることで、メモを通じた有

用な情報の発見を支援している。本研究はメモそのも

のの活用を目的としている点で異なる。しかし、メモ情

報が新たな発想や関心の拡大といった有用性を有する

ことに着目した点において類似している。

発信されにくい情報の流通促進を目的とする研究と

して [4][5][6] がある。これらの研究はメモ情報の発信

を促進することに着目している。また、[5][6]において

は発信された情報に対するキーワード検索機能を提供

している。本研究では、メモ情報の有効活用においては

キーワード検索は不向きであると考え、関心の類似、情

報源の選出といった手法を採用した点で異なる。

本研究で採用した P2Pでの情報流通モデルに関係す

る研究として [7][8][9] が挙げられる。それぞれ有用な

情報の流通を目的とし、流通時に情報受信したユーザに

よるフィルタリングを行っている。そのため、多くの人
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が興味を持つ情報や、信頼性が高い情報を流通させるに

は適しているが、メモ情報など小人数が興味を持つ情報

を流通させるのは困難である。本研究では、関心に基づ

く情報源の選出を行い、さらに選出された情報源の性質

を調べ、各人にとって有用な情報源を厳選する。これに

より、有用なメモ情報の流通を可能としている。

興味や関心を考慮した情報提供手法として、協調フィ

ルタリングによる情報推薦が存在する。しかし、これら

の手法では興味、関心が異なるユーザの評価も情報推薦

に影響する問題が存在する。本研究では、関心が類似す

るユーザの情報のみを用いるのでこのような問題を回

避している。

6 おわりに

本稿では、個人の PCに蓄積されたメモ情報の有効活

用のため、蓄積されたメモ情報発信の活性化、メモ情報

の関心を考慮した情報収集方法を提案した。

現在、提案手法を実証するためプロトタイプを用いた

研究室の学生を対象とした評価実験を行っている。今

後、実験参加者にアンケートを実施し、研究室で活用さ

れている情報流通基盤と提案システムの比較、各人が受

信したメモ情報の有用性といったものを調査すること

で提案手法の有効性の検証を行っていきたい。
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